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福祉サービスの質を向上する第三者評価
～受審事業者の前向きな姿勢を応援します～

　これまで、かながわ福祉サービス第三者評価推進機構（以下、推進機構）では、地域性や福祉サービス事業者
の個別性、県内評価機関の多様性や独自性を尊重し、評価項目・手法を特定しない仕組みで福祉サービス第三者
評価事業を実施してきましたが、昨年度、県・推進機構・横浜市・川崎市が協働して事業の見直しを行い、県全
域で共通使用する「標準となる評価基準」として、国の評価基準ガイドラインを今年度から導入しています。そ
こで、第三者評価の意味や目的、特徴等に改めてふれ、受審事業者アンケート調査の結果も踏まえながら、評価
機関や評価調査者への期待や推進機構の事業展開について考えていきます。

第
三
者
評
価
の
意
味
・
目
的
・
特
徴

　

上
記
の
と
お
り
、
神
奈
川
の
第
三
者
評

価
の
仕
組
み
は
変
わ
り
ま
し
た
が
、
そ
の

意
味
や
目
的
は
、
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま

せ
ん
。

　

大
き
く
二
つ
の
意
味
が
あ
り
ま
す
。
一

つ
目
は
、
事
業
者
自
身
で
は
気
づ
き
得
な

か
っ
た
課
題
等
の
気
づ
き
を
促
す
こ
と
。

二
つ
目
は
、
日
常
業
務
の
振
り
返
り
と
課

題
解
決
に
向
け
た
き
っ
か
け
を
つ
く
る
こ

と
だ
と
言
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
目
的
は
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
質
の
向
上
と
、
利
用
者
の
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
選
択
を
支
援
す
る
こ
と
で
す
。

　

つ
ま
り
、
第
三
者
の
専
門
的
・
客
観
的

な
視
点
に
よ
り
、
社
会
的
に
期
待
さ
れ
る

「
よ
り
望
ま
し
い
水
準
」
を
目
指
し
て
、
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
評
価
す
る
と
こ
ろ
に
、

大
き
な
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
導
入
し
た
評
価
基
準
は
、

全
分
野
に
共
通
す
る
組
織
運
営
を
主
と
し

た
「
共
通
評
価
」
と
分
野
別
の
取
り
組
み

に
特
化
し
た
「
内
容
評
価
」
に
分
か
れ
、

管
理
者
や
現
場
職
員
の
立
場
か
ら
振
り
返

り
が
し
や
す
く
、「
共
通
評
価
」
で
は
、
同

じ
法
人
内
で
あ
れ
ば
事
業
種
別
を
問
わ
ず

既
存
資
料
を
活
用
で
き
ま
す
。

　

評
価
結
果
の
公
表
で
は
、
統
一
さ
れ
た

判
断
基
準
に
よ
り
、
客
観
的
な
評
価
結
果

を
導
き
出
す
こ
と
が
で
き
、
利
用
者
側
か

ら
見
て
も
、
事
業
者
の
到
達
度
が
比
較
し

や
す
く
な
る
こ
と
も
期
待
で
き
ま
す
。

関
連
す
る
法
令
や
制
度
と
の
違
い

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
方
か
ら
行
政

に
よ
る
指
導
・
監
査
や
情
報
公
表
制
度
、

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
外
部
評
価
と
の
違

い
を
聞
か
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

①
指
導
・
監
査
は
、
法
令
で
定
め
る
最

低
基
準
が
適
切
に
守
ら
れ
て
い
る
か
点
検

す
る
。
②
情
報
公
表
制
度
は
、
利
用
者
が

適
切
に
介
護
・
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
選

択
で
き
る
よ
う
、
実
施
す
る
サ
ー
ビ
ス
内

容
の
詳
細
を
公
表
す
る
。
③
外
部
評
価

は
、
介
護
予
防
事
業
を
含
む
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
・
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介

護
・
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
に
対

象
が
限
定
さ
れ
て
お
り
、
自
己
評
価
結
果

と
対
比
し
、
異
同
に
つ
い
て
考
察
し
た
上

で
総
括
的
な
評
価
を
行
う
も
の
で
す
。
国

の
通
知
に
よ
り
、
外
部
評
価
は
第
三
者
評

価
と
し
て
み
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

制
度
上
の
位
置
づ
け
と
そ
の
過
程

　

第
三
者
評
価
は
、
任
意
の
制
度
と
し
て

平
成
16
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

社
会
的
養
護
関
係
施
設
に
お
い
て
は
、

平
成
24
年
度
か
ら
３
年
に
１
回
の
受
審
が

義
務
化
さ
れ
て
い
ま
す（
措
置
費
の
受
審

加
算
あ
り
）。

　

保
育
分
野
で
は
５
年
に
１
回
の
受
審
を

努
力
義
務
化（
公
定
価
格
の
加
算
あ
り
）し

て
、
今
年
度
末
ま
で
に
、
事
業
者
全
て
の

受
審
を
目
指
す
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

第三者評価受審の手順

STEP1「評価機関の選定」
　評価機関の情報収集、比較、選定

STEP2「契約」
　評価機関との契約　スケジュール調整など

STEP6「評価結果報告書の確定、公表」
　ホームページ等で公表

STEP3「 自己評価、書面調査、利用者・
家族アンケート調査など」

　 自己評価の実施、提出　評価機関による
利用者・家族アンケート調査など

STEP4「訪問調査」
　現地での職員、利用者への調査、観察など

STEP5「調査結果の確認（評価結果の内示）」
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横
浜
市
の
認
可
保
育
所
で
は
市
独
自
の

受
審
加
算
に
よ
り
５
年
に
１
回
の
受
審
を

義
務
化
。
川
崎
市
の
認
可
保
育
所
で
は
市

独
自
の
受
審
加
算
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
度
か
ら
は
介
護
保
険
及
び

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
利
用
者
へ

の
重
要
事
項
説
明
に
、
第
三
者
評
価
実
施

の
有
無
等
の
項
目
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

評
価
機
関
・
評
価
調
査
者
の
役
割

　

第
三
者
評
価
は
、
県
内
19
評
価
機
関
と

受
審
事
業
者
が
直
接
契
約
し
、
評
価
機
関

の
所
属
評
価
調
査
者
が
実
際
の
評
価
調
査

活
動
を
行
い
ま
す
。
前
頁
の
図
の
と
お
り

①
自
己
評
価
＝
事
前
書
面
調
査
、
②
利
用

者
調
査
＝
本
人
・
家
族
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
、
③
訪
問
調
査
＝
第
三
者
評
価
項
目

に
基
づ
く
職
員
・
利
用
者
ヒ
ア
リ
ン
グ
・

書
面
確
認
・
支
援
場
面
観
察
、
④
評
価
結

果
の
内
容
確
認
、
⑤
評
価
結
果
の
公
表
の

手
順
で
進
め
ら
れ
て
い
き
ま
す
。

　

①
か
ら
⑤
の
全
過
程
が
評
価
機
関
認
証

要
綱
に
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
度
の

事
業
見
直
し
に
お
い
て
も
、
従
来
ど
お
り
、

評
価
機
関
の
特
長
や
持
ち
味
を
発
揮
で
き

る
よ
う
、
自
己
評
価
・
利
用
者
調
査
の
手

法
や
受
審
料
の
設
定
等
を
評
価
機
関
が
決

め
て
い
ま
す
。

受
審
の
効
果
と
評
価
結
果
の
活
用

　

推
進
機
構
で
は
評
価
機
関
や
評
価
調
査

者
の
資
質
向
上
の
た
め
、
毎
年
受
審
事
業

者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

福祉サービス第三者評価受審状況

ア.サービス向上のための
気づきを得たい　25%
ア.サービス向上のための
気づきを得たい　25%

イ.職員の意識改革を図
りたい　21%

イ.職員の意識改革を図
りたい　21%

ウ.利用者及び保護者の考え方
を知りたい16%

ウ.利用者及び保護者の考え方
を知りたい16%

エ.利用者及び保護者
への情報提供 8 %
エ.利用者及び保護者
への情報提供 8 %

オ.民営化移行園
もしくは市有地
貸与園であるため

1%

オ.民営化移行園
もしくは市有地
貸与園であるため

1%

カ.市・会社・法人
などからの指示　15%
カ.市・会社・法人
などからの指示　15%

キ.受審義務による
13%

キ.受審義務による
13%

ク.その他　 1 %ク.その他　 1 %

（１）第三者評価を受審した理由【動機】

ア.サービス向上のための気
づきを得た　30%

ア.サービス向上のための気
づきを得た　30%

イ.職員の意識向上に
つながった　26%
イ.職員の意識向上に
つながった　26%

ウ.利用者及び保護者の考
え方を知ることができた

30%

ウ.利用者及び保護者の考
え方を知ることができた

30%

エ.利用者及び保護者に
対し、情報提供できた

12%

エ.利用者及び保護者に
対し、情報提供できた

12%

オ.その他 2 %オ.その他 2 %

（２）第三者評価を受審してみて変わったこと
についてお聞かせください【効果】

ア.質の向上に向けた
具体的な取り組み

26%

ア.質の向上に向けた
具体的な取り組み

26%

イ.職員研修　24%イ.職員研修　24%ウ.課題の整理38%ウ.課題の整理38%

エ.広報・情報提供
12%

エ.広報・情報提供
12%

（３）第三者評価の結果活用（予定を含む）
【活用】

ア.非常に満足
44%

ア.非常に満足
44%

イ.概ね満足　46%イ.概ね満足　46%

ウ.やや不満　 6 %ウ.やや不満　 6 %

エ.不満　 2 %エ.不満　 2 % オ.無回答　 2 %オ.無回答　 2 %

（４）総合的な満足度

○評価結果公表件数（平成28年度～平成30年度）

区分 平成28年度 平成29年度 平成30年度 合計横浜 川崎 相模原 県域 横浜 川崎 相模原 県域 横浜 川崎 相模原 県域
高齢 8 4 1 3 5 0 1 1 9 4 1 3 40
障害 19 4 6 21 7 8 6 42 7 14 10 28 172
児童 161 56 8 24 198 69 4 22 160 59 7 22 790
保護 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 2
小計 189 64 15 48 210 77 11 65 177 77 18 53 1,004合計 316 363 325

○受審事業者アンケート調査結果（抜粋）
　　調査対象325ヵ所、回答136ヵ所（回収率41.8％）
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日本国内でのボランティア活動中のケガや賠償責任を補償!!

全国200万人
加入!!

この保険は、全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約です。

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者

ボランティア行事用保険ボランティア行事用保険ボランティア行事用保険 福祉サービス総合補福祉サービス総合補償償福祉サービス総合補償送 迎 サ ービス 補送 迎 サ ービス 補 償償送 迎 サ ービス 補 償

ボランティア活動保険ボランティア活動保険ボランティア活動保険
http://www.fukushihoken.co.jp
ふくしの保険 検索

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　ＦＡＸ：０３（３５８１）４７６３
営業時間：平日の 9:30～17:30（12/29～1/3 を除きます。）

取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

平成31年度

保険金額保険金額 年間保険料（１名あたり）年間保険料（１名あたり）

ケ
ガ
の
補
償

の
補
償

賠
償
責
任

死亡保険金

Ａプラン Ｂプラン Ａプラン Ｂプラン

1,040万円 1,400万円
1,040万円
（限度額）

1,400万円
（限度額）

6,500円 10,000円

65,000円 100,000円

32,500円 50,000円

5億円（限度額）

（傷害保険、国内旅行傷害保険特約付傷害保険、賠償責任保険） （傷害保険） （傷害保険、賠償責任保険、約定履行費用保険（オプション））

後遺障害保険金

入院保険金日額

特定感染症の補償

4,000円 6,000円通院保険金日額

300万円（限度額）

上記後遺障害、入院、通院の　
各補償金額（保険金額）に同じ

葬祭費用保険金
（特定感染症）

賠償責任保険金
（対人・対物共通）

入院中の手術

外来の手術
手術
保険金

350円 510円

500円 710円

基本タイプ

天災タイプ（※）
（基本タイプ＋地震・噴火・津波）

（※）天災タイプでは、天災（地震、噴火ま
　　たは津波）に起因する被保険者自身
　　のケガを補償しますが（天災危険担保
　　特約条項）、賠償責任の補償につい
　　ては、天災に起因する場合は対象に
　　なりません。

保険金をお支払いする主な例保険金をお支払いする主な例

保険金の種類
プラン

タイプ
プラン

●このご案内は概要を説明したものです。お申込み、詳しい内容のお問い合わせは、あなたの地域の社会福祉協議会へ●

損害保険ジャパン日本興亜株式会社 医療・福祉開発部 第二課
ＴＥＬ：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、12/31～1/3を除きます。）

〈SJNK18-13568　2019.1.16 作成〉

〈引受幹事
保険会社〉

団体割引20％適用済／過去の損害率による割増引適用

昨
年
度
の
調
査
結
果
か
ら
、
受
審
の
効
果

や
評
価
機
関
・
評
価
調
査
者
に
対
す
る
満

足
度
等
を
見
て
み
ま
す
。

　

受
審
の
効
果
と
評
価
結
果
の
活
用
で
は

「
組
織
で
の
話
し
合
い
や
振
り
返
り
」「
課

題
等
の
気
づ
き
や
共
有
」「
意
識
向
上
・
意

識
改
革
」「
目
標
の
共
有
化
」「
理
念
・
事

業
方
針
の
確
認
」「
支
援
計
画
・
マ
ニ
ュ
ア

ル
づ
く
り
や
見
直
し
」「
利
用
者
意
向
の
反

映
」「
職
員
研
修
の
充
実
」「
衛
生
管
理
等

対
応
策
・
改
善
策
の
検
討
」「
地
域
と
の
信

頼
関
係
づ
く
り
や
地
域
支
援
事
業
の
き
っ

か
け
等
が
で
き
た
」
と
実
感
の
こ
も
っ
た

言
葉
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

評
価
機
関
・
評
価
調
査
者
へ
の
総
合
的

な
満
足
度
で
は
、「
丁
寧
か
つ
分
り
や
す
い

説
明
」「
元
気
や
励
み
に
な
る
声
か
け
」「
寄

り
添
い
型
の
聞
き
取
り
」「
現
場
の
目
線
や

調
子
に
合
わ
せ
た
対
話
」「
細
や
か
で
行
き

届
い
た
言
動
」「
事
業
種
別
を
十
分
理
解
し

た
コ
メ
ン
ト
」「
利
用
者
・
職
員
の
動
き
に

合
わ
せ
た
調
査
」
等
、
柔
軟
に
対
応
し
て

い
る
姿
が
あ
り
、
自
分
た
ち
が
認
め
ら
れ

て
い
る
と
い
う
安
心
感
か
ら
、
評
価
調
査

者
が
専
門
性
を
有
し
て
い
る
と
い
う
信
頼

や
実
績
に
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

残
念
で
す
が
、
不
満
足
と
い
う
声
も
少

な
か
ら
ず
聞
か
れ
ま
す
。「
説
明
が
不
十

分
」「
基
本
的
ミ
ス
が
頻
回
」「
専
門
的
知

識
の
欠
如
」「
評
価
の
視
点
が
不
明
確
」「
考

え
方
の
押
し
つ
け
」「
で
き
て
い
な
い
点
ば

か
り
を
指
摘
す
る
」「
文
章
表
現
の
訂
正
が

多
い
」
等
の
声
で
す
。

　

こ
う
し
た
声
を
評
価
機
関
の
連
絡
会
や

評
価
調
査
者
の
研
修
で
伝
え
る
と
と
も

に
、
今
後
の
反
映
方
法
を
考
え
る
こ
と
も

推
進
機
構
の
役
割
の
一
つ
で
す
。

今
後
の
推
進
機
構
の
事
業
展
開

　

推
進
機
構
で
は
、
昨
年
度
の
事
業
見
直

し
に
伴
い
、
今
年
度
か
ら
３
カ
年
で
検
証

作
業
を
進
め
て
お
り
、
今
後
の
検
討
課
題

を
次
の
３
点
に
整
理
し
て
い
ま
す
。
①
質

の
評
価
が
振
り
返
り
重
視
で
あ
る
こ
と
を

踏
ま
え
、
自
己
評
価
・
利
用
者
調
査
を
充

実
さ
せ
る
こ
と
。
②
評
価
結
果
に
記
載
す

る
評
価
機
関
の
コ
メ
ン
ト
に
注
目
し
、
受

審
事
業
者
の
今
後
に
役
立
て
ら
れ
る
内
容

は
何
か
を
検
討
す
る
こ
と
。
③
評
価
結
果

を
単
に
受
審
事
業
者
に
伝
え
る
だ
け
で
は

な
く
、
自
ら
の
気
づ
き
や
改
善
に
つ
な
が

る
よ
う
な
評
価
機
関
の
関
わ
り
方
を
工
夫

す
る
こ
と
。

　

自
己
評
価
か
ら
評
価
結
果
公
表
ま
で
第

三
者
評
価
の
全
過
程
を
通
じ
て
、
受
審
事

業
者
自
ら
の
気
づ
き
や
目
標
の
共
有
化
、

意
欲
の
向
上
、
実
践
力
の
強
化
等
に
つ
な

げ
ら
れ
る
よ
う
、
そ
の
求
め
ら
れ
る
対
応

策
を
検
討
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

新
た
な
仕
組
み
で
の
評
価
結
果
と
従
来

で
の
結
果
の
比
較
は
も
ち
ろ
ん
、
受
審
事

業
者
や
評
価
機
関
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
内

容
を
工
夫
し
、
検
証
の
精
度
を
高
め
、
事

業
に
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

 （
福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
推
進
機
構
）
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　「かわいいわね」
　「ホントね。何カ月ぐらいかしら」
　赤ちゃん連れのお父さんやお母さんを見かけ
るとうれしい気持ちになります。
　中央自動車道から見える野外アート作品「緑
のラブレター」で知られる藤野地区は、県民の
水がめである相模湖が中央部にあり、自然に恵
まれた土地です。しかし、子どもの数は減少し
ており、以前は地区に10校あった小学校も、現
在では３校に統合されました。
　そんな地域で生まれたお子さんとその家族を
お祝いしたい！応援したい！という思いから、
平成26年に「ぽっかぽかぬくもり支援事業」を
始めました。開始するにあたっては、隣の相模
湖地区ですでに実施されていた「こんにちは赤
ちゃん！さがみこ“ぬくもり”支援事業」を参
考にして、相模湖地区の主任児童委員や社協の
方々にいろいろ教えていただきました。
　出生届を出しにきた方には保健師さんが、近
所で赤ちゃんが生ま
れた時には児童委員
がこの事業を紹介し
ています。申し込み
された方のお宅に担
当の児童委員と主任
児童委員で訪問し、

－社会福祉施設の設計監理－
株式
会社安江設計研究所
東京都港区高輪 2 －19－17－808
Te l  0 3（3449）1771㈹／ Fax  0 3（3449）1772
E‒Mail yasue@yasue-sekkei.co.jp
URL http://www.yasue-sekkei.co.jp/

新築・増築・改修の他、耐震診断・建物定期報告・
アスベスト調査等お気軽にご相談ください

地域みんなで見守る藤野の子どもたち

私たちは地域の「子育て応援団」です
～児童委員、主任児童委員活動から～

「おめでとう」の思いとともに、ボランティアさ
ん手作りのおもちゃなどを届けています。そこ
で私たち児童委員を紹介し、親子サロンなどへ
のお誘いもしています。今年度は、10月現在で
７家族のお宅を訪問することができました。
　また、児童部会では毎年活動計画を立て、最
近では地域の駐在さんが講師となる小学校の安
全教室に参加したり、絵本の読み聞かせなどで
子どもたちと交流したりしました。

　藤野では、各学校や地区に５カ所ある駐在さ
んにも児童委員の活動にご理解とご協力をいた
だいています。広い地域で育つ藤野の子どもた
ちを、地域みんなで見守っていきたいと思いま
す。

相模原市緑区　　　　　　　　　
藤野地区民生委員児童委員協議会
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▼
今
後
に
む
け
て

　

今
回
の
講
座
に
参
加
し
た
方
々
は「
福

祉
観
光
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
し

て
登
録
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
回
学

ん
だ
こ
と
を
ぜ
ひ
活
動
に
生
か
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

講座最終日に修了証と
して参加者に配付した
「缶バッチ」

　

福
祉
観
光
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は

活
動
の
機
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
「
箱
根
や
小
田
原
に
行
き
た
い
け
ど
、

気
軽
に
支
援
を
頼
め
な
い
」「
障
が
い
が

あ
っ
て
も
旅
行
に
い
き
た
い
」
と
考
え

て
い
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
！

　
（
箱
根
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

小
田
原
・
箱
根
に
訪
れ
た
高
齢
者
や

障
が
い
者
な
ど
、
配
慮
が
必
要
な
方
へ

の
「
福
祉
の
お
も
て
な
し
」
を
学
ぶ
福

祉
観
光
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講

座
を
９
月
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
養
成
講
座
は
、
箱
根
町
社
協
・

小
田
原
市
社
協
・
箱
根
ジ
オ
パ
ー
ク
推

進
協
議
会
・
お
だ
わ
ら
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
Ｕ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
の
４
者
が
共
同
し
、

主
に
観
光
ガ
イ
ド
と
し
て
活
動
し
て
い

る
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
講
座
は
高
齢
者
や
障
が

い
者
が
観
光
を
楽
し
め
る
よ
う
、
支
援

者
を
養
成
し
、
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
く
と
い
う
趣
旨
で
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

講
座
は
、
内
容
を
変
え
て
３
日
間
開

催
。
１
日
目
は
「
車
い
す
体
験
」、
２
日

目
は
「
視
覚
障
が
い
者
誘
導
体
験
」、
３

日
目
は
「
発
達
障
害
に
つ
い
て
」
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
３
日
目
に
は
、「
観
光
ガ
イ
ド
に

つ
い
て
」
と
題
し
、
実
際
に
ガ
イ
ド
と

し
て
活
動
さ
れ
て
い
る
方
々
に
普
段
の

活
動
に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
だ
く
時
間

や
、
参
加
者
同
士
の
交
流
を
目
的
と
し

た
「
座
談
会
」
の
時
間
を
設
け
ま
し
た
。

観
光
客
に
福
祉
の
お
も
て
な
し

 
〜
福
祉
観
光
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
開
催
（
箱
根
町
・
小
田
原
市
）

▼
講
座
日
程
等

【
１
日
目
】
９
月
17
日
午
後
１
時
半
〜
午

後
４
時
半
「
車
い
す
体
験
」
講
師
：
箱

根
町
社
協
井
上
靖
雄
事
業
係
長

【
２
日
目
】
９
月
24
日
午
後
２
時
半
〜
午

後
４
時「
視
覚
障
が
い
者
誘
導
体
験
」講

師
：
神
奈
川
県
視
覚
障
害
援
助
赤
十
字

奉
仕
団
中
村
さ
ん
・
園
田
さ
ん

【
３
日
目
】
９
月
30
日
午
後
１
時
半
〜
午

後
４
時
「
発
達
障
が
い
に
つ
い
て
」
講

師
：
神
奈
川
県
発
達
障
害
支
援
セ
ン

タ
ー
か
な
が
わ
Ａ
（
エ
ー
ス
）
河
本
さ

ん
「
観
光
ガ
イ
ド
に
つ
い
て
」「
座
談
会
」

▼
開
催
の
経
緯

　

高
齢
や
障
が
い
が
あ
っ
て
も
安
心
し

て
観
光
を
楽
し
め
る
よ
う
、
福
祉
の
知

識
や
介
助
方
法
を
身
に
付
け
た
ガ
イ
ド

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
養
成
し
よ
う
と
、
２
、

３
年
前
か
ら
構
想
。
今
年
４
月
に
近
隣

の
福
祉
団
体
に
呼
び
か
け
、
賛
同
い
た

だ
い
た
４
者
で
共
同
開
催
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　

来
年
に
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
を
控
え
、
観
光
に
も
注
目

が
集
ま
る
な
か
で
、
地
域
の
特
性
を
生

か
し
た
福
祉
、
観
光
ガ
イ
ド
を
行
う
こ

と
が
地
域
福
祉
に
つ
な
が
る
と
い
う
考

え
で
開
催
に
臨
み
ま
し
た
。

▼
体
験
を
と
お
し
て

　

講
座
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、
主
催

者
間
で
内
容
の
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

　

楽
し
み
な
が
ら
参
加
で
き
る
よ
う
な

内
容
を
目
指
し
、
街
歩
き
や
観
光
名
所

へ
赴
く
な
ど
体
験
型
の
内
容
を
盛
り
込

み
ま
し
た
。

　

車
い
す
体
験
や
視
覚
障
が
い
者
誘
導

体
験
で
は
、
参
加
者
か
ら
「
実
際
に
街

に
出
る
と
、
介
助
さ
れ
て
い
て
怖
い
と

思
う
と
こ
ろ
が
多
々
あ
っ
た
」「
介
助
す

る
と
き
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

点
が
分
か
っ
た
」
な
ど
の
感
想
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
発
達
障
害
に
つ
い
て
学

ぶ
講
座
で
は
、「
自
分
に
も
当
て
は
ま
る

点
が
多
く
あ
る
と
思
っ
た
」「
も
っ
と
学

び
た
い
」
な
ど
、
関
心
を
も
っ
て
い
た

だ
け
る
内
容
で
実
施
が
で
き
た
と
感
じ

て
い
ま
す
。

車いす体験で箱根湯本駅前商店街を
回っている様子

視覚障がい者誘導体験では、小田原城へ街歩き
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清
川
村
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
パ

ラ
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
障
害
へ
の
理
解

を
深
め
て
も
ら
お
う
と
、
昨
年
度
か
ら

清
川
村
、
清
川
村
教
育
委
員
会
と
の
共

催
で
「
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
10

月
20
日
に
、
平
成
28
年
リ
オ
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
車
い
す
テ
ニ
ス
日
本
代
表
の
眞

田
卓
選
手
を
講
師
に
お
招
き
し
、
講
演

会
と
体
験
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

19
歳
の
時
に
交
通
事
故
で
右
膝
関
節

か
ら
下
を
切
断
さ
れ
た
と
い
う
眞
田
選

手
。
講
演
会
で
は
、「
気
づ
き
」
を
テ
ー

マ
に
、
障
害
を
負
っ
て
初
め
て
気
づ
い

た
「
バ
リ
ア
」
に
つ
い
て
お
話
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。「
道
路
上
の
点
字
ブ
ロ
ッ

ク
、
駅
の
ス

ロ
ー
プ
、
建
物

の
段
差
な
ど
物

理
的
な
バ
リ
ア

は
、
作
製
者
と

使
用
者
が
同
一

で
な
い
と
発
生

し
て
し
ま
う
リ
ス
ク
が
あ
る
。
皆
さ
ん

が
生
活
し
て
い
る
中
で
『
こ
れ
は
お
か

し
い
』
と
気
づ
い
た
こ
と
を
、
行
政
な

ど
へ
声
を
あ
げ
て
伝
え
て
も
ら
え
れ
ば
、

障
害
へ
の
理
解
を
深
め
、
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
の
魅
力
を
発
信
す
る
た
め
に

 

〜
き
よ
か
わ
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

社
会
が
変
わ
る
可
能
性
は
あ
る
」
と
参

加
者
へ
呼
び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

体
験
会
で
は
、
地
元
の
中
学
生
か
ら

70
代
の
方
ま
で
幅
広
い
年
齢
の
方
が
車

い
す
テ
ニ
ス
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
車
い

す
テ
ニ
ス
は
、
車
い
す
の
操
作
技
術
と

ラ
ケ
ッ
ト
を
構
え
て
か
ら
振
り
抜
く
ま

で
の
動
作
が
求
め
ら
れ
る
非
常
に
難
し

い
競
技
で
す
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
眞
田
選
手
の
お
話

し
を
聞
い
て
、
誰
も
が
住
み
や
す
い
バ

リ
ア
フ
リ
ー
の
社
会
に
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
」「
な
か
な
か
車

い
す
テ
ニ
ス
を
体
験
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
と
思
い
ま
す
。
自
分
が
体
験
す
る

こ
と
に
よ
り
、
車
い
す
テ
ニ
ス
の
難
し

さ
と
さ
ら
に
眞
田
選

手
の
努
力
も
伝
わ
っ

て
き
ま
し
た
し
た
」と

の
感
想
が
聞
か
れ
ま

し
た
。
今
後
も
、
一

人
で
も
多
く
の
方
に

パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
を
通

じ
て
障
害
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う

と
共
に
、
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
の
魅
力
を
発

信
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

（
清
川
村
社
会
福
祉
協
議
会
）

2019年9月26日～10月25日

●県盲ろう者支援センターが横浜
市と藤沢市に開設
　視覚と聴覚の重複障害がある盲
ろう者が相談を寄せられる支援セ
ンターが27日、両市で開所。当事
者や家族を適切な障害福祉サービ
スへつなげ、孤立を防ぐのが狙
い。盲ろう者専門のサポート施設
は県内初で、全国でも４例目となる。

●外国籍の子ども約２万人が不就
学の可能性、文科省調査
　小中学校に通う年齢にも関わら
ず、不就学の可能性がある外国籍
の子どもが全国に約２万人いるこ
とが27日、文部科学省による初め
ての調査で分かった。調査対象の
子どもの15.8％を占め、神奈川は東
京に次いで２番目に多い2,288人。

●介護分野で17人が特定技能１号
を取得
　4月の出入国管理及び難民認定
法改正によって創設された在留資
格「特定技能1号」を介護分野で取
得した外国人が、27日現在で17人
いることが分かった。厚生労働省
によると、全員がEPA（経済連携協
定）介護福祉士候補生からの移行。

●改正子ども・子育て支援法施行
　10月１日施行。３～５歳児は原則
全世帯、０～２歳児は住民税非課税
の低所得世帯を対象に幼児教育・
保育無償化がスタート。就学前の
障害児への支援としては、３～５歳
児の児童発達支援等の利用者負担
が無償化。対象施設の在園児は、
無償化の新たな手続きは必要ない。

●食品ロス削減推進法施行
　10月１日施行。国、地方公共団
体等の責務を明らかにするととも
に、食品を生活困窮者らに提供す
るフードバンク活動の支援、食品
の提供等に伴う責任のあり方に関
する調査・検討等が基本的施策に
盛り込まれた。新たに毎年10月を
食品ロス削減月間としている。

●台風19号で福祉施設が浸水等の
被害、県内でも大きな被害
　厚生労働省によると、台風19号
によって全国で122福祉施設が浸
水、37施設で停電、209施設で断水
となった（18日午前５時時点）。県
内も相模原市、川崎市などを中心
に大きな被害が出ており、災害ボ
ランティアセンターが開設された。
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❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ 地域の介護家族のつどい
　夫は、診断からわずか３年で人生のコントロールが
できなくなり、私は周辺症状の対応に苦戦しながらの
毎日でした。介護とは、体力・忍耐・ストレスとの闘
いで、先の見えない生活。私が孤立介護に疲れていた
時、地域包括支援センター（ケアプラザ）の職員に声を
かけられ、たくさんの情報を教えていただきました。
　在宅介護は、毎日、24時間のお世話です。本人と一
緒に生活していくための工夫や知識は、学ばなくても
自然に体験から得ることができました。その体験を通
じて得た知識は、単に知識ではなく、介護家族だから
こそわかること、在宅介護から学べたことです。
　そこで、その知識を同じ立場の家族に役立ててもら
えればという思いから、認知症の人を介護している家
族のために「ＮＦの会」を立ち上げ、月に１回、情報
交換と近況報告、思いの丈を話す集いを行うことにし
ました。

❖ 認知症カフェの立ち上げ
　そして、１年後、当事者本人も参加できる認知症カ
フェを立ち上げることになり、ケアプラザの所長さん
と準備、話し合いを重ねながらスタートしました。

　プログラムは、手探り状態から始まり、実践しなが
ら確立したものです。特にピアカウンセリング（介護
家族だけの話し合い）は、お互いの介護のしかた、思い
や悩みを語り合い、認知症の人が生活しやすくなるよ

◎ このコーナーでは、子育てや障害、認知症・介護当事者の目線から、普段の暮らしに役立つ「おすすめ」なものを紹介します。

うな工夫や情報を共有することができます。介護者
は、愚痴や苦労話をするだけで気持ちが楽になり、近
況報告や困りごとを話すことで介護体験者からのアド
バイスや情報を得て、介護力を高めることができます。

　認知症カフェの役割は、初期症状の当事者や家族が
つながり、交流できる場として、また、デイサービス
利用に拒否がある方には、その前段階として有効だと
思います。また、病気が進行してくると、外出する機
会が少なくなり、外食も行けなくなる…そういう方が
行ける場として利用していただけるものと考えます。
　このように、私はつらい孤立介護から、外とつなが
り、認知症カフェをたちあげました。
　みなさんも家族の会や認知症カフェを利用して、時
には肩の力をぬいて、リフレッシュしませんか。

　「若年性アルツハイマーの夫を、10年間在宅介護してい
ましたが、昨年の11月に看取りました。
　本人は理解力も判断力もある初期、消えていく記憶、変
わっていく自分のことがよくわかっていて、一番つらい時
期でした。私は、病気が進行していく過程を見守り、その
現実に本人が傷つかないようにとかばいながら配慮を重ね
てきました」と語る会員が、実体験をもとにご紹介します。

「家族の会」や「認知症カフェ」を
利用してみませんか？

今月は

 ⇨ 認知症の人と家族の会神奈川県支部
 がお伝えします !

〈連絡先〉〒212－0016川崎市幸区南幸町１－31 グレース川崎203号
　☎＆FAX 　044－522－6801　
　毎週（月）（水）（金）午前10時から午後４時

　認知症の人と家族の会は1980年に、神奈川県支部は1981年に
発足。以来今日まで、介護家族の集い、電話相談、会報の発
行、啓発活動、調査研究、行政への要望などを行ってきました。

場　所：みんなが集まりやすいケアプラザ
月１回：デイサービスが休みの日曜日を利用
時　間：10時～15時（お話をたっぷりできるように）
助成金なし： お昼・お茶（おやつ）代として１人300円

を当日集金
研 修会と家族の体験スピーチ、意見交換会（年１回）：
地域ボランティア、サポーター、調理ボランティア、
ケアプラザ職員を対象にカフェを休みにして行う

【認知症カフェのプログラム】
○全員が集合
　 初参加者の紹介・一日の流れの説明・座ってでき
る体操をする
○午前中
　 当事者はボランティア等と一緒にゲーム、散歩、
カラオケを行う
　家族は別室へ移動し、ピアカウンセリングをする
○ランチタイム
　 全員が食堂で雑談しながら、ボランティアの手作
りランチを楽しむ
○昼食後
　当事者と家族が分かれて午前と同じように過ごす
○14時30分ごろ
　 全員が集合して、おやつを食べながら　今日の出
来事の報告、次回の連絡
○15時　認知症カフェ終了
○終了後
　 ボランティア・サポーター・スタッフ・家族代表
と反省会（ご本人一人ひとりの様子と家族からの
情報を照らし合わせて、次回の参考にする）
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福祉最前線
̶現場レポート̶

◎ このコーナーでは県内各地
の福祉関連の当事者・職能
団体等の方々から日ごろの
取り組みをご寄稿いただき
ます。

　「全国肢体障害者団体連絡協議会」（以下、全国肢
障協）は、「独りぼっちの肢体障害者を無くそう」と
いう合い言葉で始まった運動団体で、結成されて40
年が経ちました。全国肢障協は、神奈川を初め21組
織が加盟しており、肢体障害者全国交流集会は、２
年に１回、全国「持ち回り」で開催しています。
　去る９月28日、29日にかながわ労働プラザ（横浜
市中区）にて「第20回肢体障害者全国交流集会in神
奈川2019～憲法を暮らしに生かそう！すべての人の

基本的人権の保障
を！」を開催しました。
　神奈川肢障協は、会
員が少ないために例会
もなかなか開けない状
態です。前回の「福岡
大会」の引継ぎ式の際
は開催をためらいまし

たが、関東ブロック（埼玉、東京、千葉）の肢障協か
ら応援をいただき、実行委員会の運びにこぎつけま
した。地元の民主団体にも実行委員に入っていただ
くことができ、後援には、神奈川県、横浜市、神奈
川県社会福祉協議会、横浜市社会福祉協議会、神奈
川新聞社と同厚生文化事業団の他、賛助金をいただ

き準備を進めて来ました。
　１日目は、全体会（開会式・基調報告）と５つの分
科会（権利・制度・街づくり等）、夕食交流会を開
催。夕食交流会では、結成40周年記念レセプション
として、94歳の人に「太平洋戦争を体験して～平和
の願い」のお話をしていただきました。２日目は、
１日目の分科会の報告と京都女子大学教授の玉村公
二彦さんによる「障害者権利条約」についての記念
講演を開催。記念シンポジウムでは、これまでの運
動を振り返り、成果の報告とともにこれから改善す
べきことなどについて、参加者から発言がありまし
た。参加者は120名で、成功に終わりました。
　全国肢障協は、助け合いや仲間づくりとともに、
問題があれば市や県や国に要求する団体です。障害
者総合支援法のサービスから介護保険サービスへの
移行で利用していた内容が使えなくなるなどの65歳
問題は、現在も千葉県や愛知県等で裁判の継続中で
あり、全国肢障協も取り組んでいます。
　我が神奈川肢障協は会員が少なく、役員の高齢化
もあり、なかなか例会を開けない状態ですが、この
交流集会開催で、徐々に会員が増えてきています。
若い肢体障害者の皆さま、私たちと一緒に活動して
みませんか？

「第20回肢体障害者全国交流集会 in 神奈川」開催しました

神奈川肢体障害者団体連絡協議会
事務局長　平松　肇

　1980（昭和55）年９月に結成。隔月（偶数月）に、機関紙「おげん
きですか」を80部発行し、会員と友好団体に送付しています。
〈連絡先〉　神奈川肢障協事務局
　　　　　〒253－0044　茅ヶ崎市新栄町４－11　平松方
　　　　　Mail matsuhh@shonanbayarea.com
　　　　　☎090－2631－5640
　※マナーモードにしていますので、留守番電話に入れてください。
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12
月
に
控
え
て
い
る
民
生
委
員
児
童

委
員
の
一
斉
改
選
を
前
に
、
迎
え
入
れ

る
新
任
委
員
の
意
欲
や
不
安
を
受
け
止

め
つ
つ
、
い
か
に
活
躍
し
て
も
ら
え
る

よ
う
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
か
。

　

こ
の
県
・
政
令
市
を
超
え
た
共
通

テ
ー
マ
を
他
都
県
の
事
例
な
ど
を
通
し

て
共
に
考
え
、
受
け
入
れ
の
準
備
を
進

め
て
い
く
機
会
と
す
る
た
め
、
去
る
10

月
９
日
、
本
会
民
生
委
員
児
童
委
員
部

会
が
主
催
す
る
民
生
委
員
児
童
委
員
活

動
推
進
会
議
が
や
ま
と
芸
術
文
化
ホ
ー

ル（
シ
リ
ウ
ス
）で
開
催
さ
れ
、
約
４
０

０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

推
進
会
議
で
は
、
駒
澤
大
学
教
授
の

川
上
富
雄
さ
ん
に
よ
る
講
演
と
、
東
京

都
多
摩
市
民
児
協
会
長
の
伊
藤
雅
子
さ

ん
、
東
京
都
中
野
区
民
児
協
会
長
の
小

野
武
さ
ん
、
千
葉
県
柏
市
新
田
原
地
区

民
児
協
会
長
の
服
部
久
子
さ
ん
に
よ
る

活
動
事
例
報
告
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

班
体
制
導
入
の
成
果
や
課
題
、
夜
間

開
催
等
の
定
例
会
に
参
加
し
や
す
く
す

る
工
夫
、
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
を
用
い

た
新
任
職
員
が
楽
し
く
定
例
会
に
参
加

で
き
る
取
り
組
み
な
ど
、
参
加
者
は
事

例
を
通
し
て
、
委
員
同
士
の
助
け
合
い

や
協
力
体
制
の
構
築
を
進
め
る
た
め
の

た
く
さ
ん
の
ヒ
ン
ト
を
得
る
１
日
と
な

り
ま
し
た
。

 

　
（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）

新
た
な
民
生
委
員
児
童
委
員
を
迎
え
入
れ
る
た
め
に

 

― 

民
生
委
員
児
童
委
員
活
動
推
進
会
議
開
催

会
会
長
表
彰
及
び
感
謝
、
神
奈
川
県
共

同
募
金
会
会
長
感
謝
の
贈
呈
式
を
行
い

ま
し
た
。

　

受
賞
者
を
代
表
し
て
、（
福
）か
む
理

事
長
の
岸
茂
子
さ
ん
か
ら
ご
挨
拶
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
岸
さ
ん
は
、
障
害
福

祉
の
仕
事
に
就
い
た
当
時
を
振
り
返

り
、「
国
際
障
害
者
年
を
経
て
、
大
き
な

転
換
期
の
中
で
、
福
祉
の
仕
事
を
長
年

続
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
先
人
の
努

力
と
仲
間
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
」
と

感
謝
を
伝
え
る
と
と
も
に
、「
社
会
福
祉

を
志
す
方
が
希
望
を
持
っ
て
働
く
こ
と

の
で
き
る
共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
し

て
い
き
た
い
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

今
回
受
賞
さ
れ
ま
し
た
１
２
５
４
人
、

１
５
７
団
体
の
皆
様
、
誠
に
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
の
さ
ら
な
る
ご

活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

 

（
総
務
担
当
）

　

去
る
10
月
18
日
、
県
立
青
少
年
セ
ン

タ
ー（
横
浜
市
西
区
）に
て
、
永
年
に
わ

た
り
本
県
の
社
会
福
祉
の
発
展
に
貢
献

さ
れ
た
方
々
の
功
績
を
称
え
る
第
68
回

神
奈
川
県
社
会
福
祉
大
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

第
１
部
で
は
、
作
家
の
野
本
三
吉
さ

ん
（
本
名
：
加
藤
彰
彦
さ
ん
。
沖
縄
大

学
名
誉
教
授
）
を
お
招
き
し
、「
ま
ち
に

暮
ら
し
の
種
子
を
蒔
く
」
と
題
し
て
記

念
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

野
本
さ
ん
は
、「『
話
す
』
と
は
自
分

の
内
に
溜
め
て
い
る
辛
さ
や
悲
し
み
を

『
放
す
』
こ
と
。
し
か
し
、
現
代
の
社
会

は
、
人
と
安
心
し
て
話
し
合
う
こ
と
が

で
き
ず
に
自
分
で
抱
え
込
ん
で
し
ま
う
」

と
し
て
、
孤
立
の
課
題
を
挙
げ
、「
大
事

な
こ
と
は
人
と
人
と
が
手
を
取
り
合
い

話
し
合
う
こ
と
」
で
あ
る
と
熱
く
語
り

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
沖
縄
で
の
研
究
や

実
践
を
踏
ま
え
「
今
後
は
、
一
人
ひ
と

り
が
地
域
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
に
な
る
時

代
」
で
あ
り
、「
暮
ら
し
の
根
っ
こ
で
あ

る
地
域
を
一
緒
に
作
っ
て
い
こ
う
」
と

来
場
者
に
力
強
く
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

第
２
部
で
は
、
神
奈
川
県
介
護
賞
、

か
な
が
わ
福
祉
み
ら
い
賞
、
神
奈
川
県

知
事
表
彰
、
神
奈
川
県
社
会
福
祉
協
議

先
人
の
努
力
と
仲
間
の
支
え
に
感
謝

 

― 

第
68
回
神
奈
川
県
社
会
福
祉
大
会
開
催

「仲間がいることではじめて
人間は生きていける」と語る
野本さん

【台風19号に関して】
　台風19号によりお亡くなりになられた
方々、そしてご遺族の方々にお悔やみを
申し上げるとともに、被災されたすべて
の皆さまに心よりお見舞い申し上げます。
　本会では、県内の対応状況に関してホ
ームページ内災害時専用ページにて情報
発信していきます。
 （企画調整・情報提供担当）

事例発表者の伊藤さん（①）、小野さん（②）、服部さん
（③）と、講師・コーディネーターを務めた川上さん（④）

①①

③③

②②

④④

10
第816号　福祉タイムズ　2019.11.15



会員・関係機関主催

（福）横浜いのちの電話
電話相談員ボランティア募集
　電話相談活動を行う認定ボラン
ティアを募集、選考を実施します。
◇内容＝令和2年4月～令和3年3月ま
で、グループ面接や講義、宿泊研
修、インターン研修に参加してい
ただきます。カリキュラムの中で
電話相談員ボランティアへの適性
を判断します
◇費用＝申込手数料2,000円、研修
費用55,000円（宿泊研修費別途）
◇申込方法＝令和2年2月15日（土）締
切。応募書類を揃えて郵送し、申
込手数料を別途入金。応募資格、
書類、送付先などの詳細は問合先
URL を確認

◇問合先＝（福）横浜いのちの電話
　☎045－333－6163 URL  http://www.yind.jp/

2019年度交通遺児大学等
入学支度金のご案内

　神奈川新聞厚生文化事業団から、
大学等に進学を希望する交通遺児の

高校生に対し、入学支度金を支給し
ます。
◇支給額＝1人30万円（返済義務なし）
◇支給対象＝2020年4月に大学、短大、
専門学校に進学する3人を予定。支
給者の決定は令和2年2月末日
◇申込方法＝所定の申請書、成績証
明書、課題作文（テーマ「10年後の
私」、800字以内）、交通遺児である
ことを証明する公的な書類、主た
る家計支持者である保護者の所得
証明書を提出。申請締切は令和2
年1月31日（金）消印有効

◇問合先＝（公財）神奈川新聞厚生文
化事業団
　☎045－222－0615

寄附金品ありがとうございました
【交通遺児援護基金】（株）エスホケン
【子ども福祉基金】脇隆志、（株）エス
ホケン

【ともしび基金】石田隆、広瀬公子
 　（合計6件　76,916円）
【寄附物品】神奈川県石油業協同組
合、神奈川オープン実行委員会

【ライフサポート事業】
〈寄附物品〉（Ｎ）セカンドハーベス

ト・ジャパン、座間ロータリーク
ラブ、（福）みなと舎
 （いずれも順不同、敬称略）

神奈川オープン実行委員会より車いす
をご寄贈いただき瀧田久徳大会実行委
員長（右）へ感謝状を贈呈

社会福祉施設
総合損害補償しせつの損害補償 インターネットで保険料試算できます

ふくしの保険 検索

平成31年度

●この保険は全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約（賠償責任保険、医師賠償責任保険、個人情報取扱事業者賠償責任保険、普通傷害保険、労働災害総合保険、約定履行費用保険、動産総合保険、費用・利益保険）です。

プラン１１ （賠償責任保険、動産総合保険）

プラン 22
プラン33
プラン44

1 基本補償（賠償・見舞）
▶保険金額 ▶年額保険料（掛金）

基
本
補
償（
A
型
）
見
舞
費
用

付
補
償（
B
型
）

対人賠償（１名・１事故）
基本補償（A型） 定　　員 基本補償（A型）
2億円・10億円 2億円・10億円
2,000万円
200万円
20万円
1,000万円
1,000万円

500万円

2,000万円
35,000～61,460円

68,270～97,000円

1,500円

1～50名

51～100名

100名以降1名～10名増ごと200万円
20万円
1,000万円
1,000万円

500万円

1事故10万円限度 1事故10万円限度
死亡時100万円
入院時 1.5～7万円
通院時 1～3.5万円

見舞費用付補償（B型）

対物賠償（１事故）

受託・管理財物賠償（期間中）

うち現金支払限度額（期間中）

人格権侵害（期間中）

2,000万円 2,000万円徘徊時賠償（期間中）

身体・財物の損壊を伴わない経済的損失（期間中）

事故対応特別費用（期間中）
被害者対応費用（１名につき）

傷害見舞費用

賠
償
事
故

お
見
舞
い
等

基本補償（A型）
保険料

【見舞費用加算】
定員１名あたり
入所：1,300円
通所：1,390円

保険期間１年

老人福祉施設、障害者支援施設、児童福祉施設の

事故・紛争円満解決のため事故・紛争円満解決のためにに！！事故・紛争円満解決のために！
◆加入対象は、社協の会員である
　社会福祉法人等が運営する社会
　福祉施設です。

ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
た
　

　
　
　
　
と
　

　
　
　
　
　
　

で
す
。
　
　
　
　
　

充
実
し
た
補
償

割
安
な
保
険
料

●このご案内は概要を説明したものです。詳しい内容のお問い合わせは下記までお願いします。●

損害保険ジャパン日本興亜株式会社 医療・福祉開発部 第二課
TEL：０３（３３４９）５１３７〈引受幹事

保険会社〉
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、12/31～1/3を除きます。） 受付時間：平日の9:30～17:30（12/29～1/3を除きます。）

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　ＦＡＸ：０３（３５８１）４７６３

取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

〈SJNK18-12811 2018.12.28作成〉

◆クレーム対応サポート補償（プラン1-①オプション4）改定

改定

本会の最新の情報は､Twitter、
ホームページでも掲載しており
ます！
Twitter  @kanagawa_syakyo
HP/URL  http://knsyk.jp/
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は
、
こ
れ
ら
の
活
動
を
「
酒
屋
を
営
ん
で

い
た
両
親
の
ご
近
所
さ
ん
と
の
助
け
合
い

を
日
常
的
に
見
て
育
ち
、
そ
れ
が
活
動

の
原
風
景
。
現
在
は
地
域
も
世
帯
の
構

成
も
変
わ
り
、
地
区
社
協
の
活
動
の
多

く
に
は
そ
の
変
化
の
影
響
を
補
完
し
て
い

る
側
面
が
あ
る
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

　

１
人
で
は
解
決
で
き
な
い
、
そ
れ
を

支
え
る
公
的
な
仕
組
み
が
な
い
困
り
ご

と
を
、
地
域
の
中
で
助
け
合
う
拠
点
の

役
割
を
担
っ
て
き
た
橘
地
区
社
協
。
制

度
化
が
進
ん
だ
こ
と
で
、
参
加
者
が

減
っ
て
い
る
取
り
組
み
の
見
直
し
と
い

う
課
題
も
見
え
て
き
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

活
動
の
原
動
力
を
聞
く
と
「
行
事
で

会
う
孫
、
ひ
孫
く
ら
い
の
子
ど
も
た
ち

が
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
言
い
な
が
ら
な

か
な
か
手
を
放
し
て
く
れ
な
い
」
と
笑

顔
で
話
す
森
さ
ん
。
原
風
景
に
橘
地
区

の
子
ど
も
た
ち
が
彩
り
を
加
え
て
い
ま

す
。 　
（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）

「福祉タイムズ」は、赤い羽根共同募金の配分を受けて発行しています
【発行日】2019（令和元）年11月15日（毎月１回15日発行）　　【編集発行人】新井隆
【発行所】社会福祉法人神奈川県社会福祉協議会　【印刷所】株式会社神奈川機関紙印刷所
〒221-0844　横浜市神奈川区沢渡４番地の２　☎045-311-1423　FAX 045-312-6302　Mail kikaku@knsyk.jp

ご意見・ご感想をお待ちしています！

かながわ
情報ほほっとっと

バックナンバーはHPから
検索 神奈川県社協

　

川
崎
市
高
津
区
の
南
部
に
位
置
し
、

豊
か
な
自
然
を
生
か
し
た
都
市
農
業
が

盛
ん
な
橘
地
区
。
史
跡
や
由
緒
あ
る
神

社
仏
閣
な
ど
、
歴
史
的
・
文
化
的
資
源

に
も
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
33
年
に
設
立
さ
れ
た
橘
地
区
社

会
福
祉
協
議
会（
以
下
、
橘
地
区
社
協
）

で
は
、
メ
ン
バ
ー
が
地
区
内
の
町
会
・

自
治
会
、
民
生
委
員
児
童
委
員
、
保
護

司
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
老
人
ク
ラ
ブ
、

学
校
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
等
と

連
携
し
な
が
ら
、
約
60
年
に
わ
た
り
歩

み
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

例
え
ば
、
市
老
人
い
こ
い
の
家
を
会

場
に
実
施
し
て
い
る
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
で
は
、
高
齢
者
の
ひ
き
こ
も
り
の
防

止
や
生
き
が
い
の
場
を
作
り
出
す
と
共

に
、
介
護
者
へ
の
休
息
の
時
間
を
提
供

し
て
い
ま
す
。
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

を
対
象
と
し
た
ふ
れ
あ
い
会
食
会
も
開

催
し
て
お
り
、
食
事
は
も
ち
ろ
ん
、
来

て
く
れ
る
地
区
内
の
幼
稚
園
や
保
育
園

の
園
児
と
の
交
流
が
、
参
加
者
や
ス

タ
ッ
フ
の
活
力
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
や
若
い
世
代
に
対
す
る

取
り
組
み
も
多
彩
で
す
。
地
区
で
の
子

育
て
を
支
援
す
る
親
子
の
つ
ど
い
、
子

ど
も
た
ち
に
福
祉
を
身
近
に
感
じ
て
も

ら
う
た
め
の
中
学
生
と
福
祉
を
語
る
会

や
、
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
と
の
共

催
に
よ
る
散
歩
道
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
、

今
年
40
回
目
を
迎
え
た
橘
ふ
る
さ
と
祭

り
で
の
福
祉
バ
ザ
ー
の
出
展
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
形
で
福
祉
に
触
れ
る
き
っ
か

け
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

橘
地
区
社
協
会
長
の
森
昭
司
さ
ん

「
明
る
い
豊
か
な
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
て

 

― 

橘
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
（
川
崎
市
高
津
区
）

橘ふるさと祭り福祉バザーの様子

地区の集会所等で行う親子のつどい

昨年度の介護講習会の様子。地区の住民
が介護の基礎を学べる

※「地区社会福祉協議会」は
地域住民同士が主体となった
支え合い、助け合いを推進す
るための任意の民間組織です。
　橘地区社協は、本年度の第68
回県社会福祉大会で優良地区
社協として表彰されました。
（本誌10面に関連記事掲載）

借金・離婚・相続・労働問題・犯罪被害…

こんなとき、
まずは法テラスへ

法的トラブルは、適切な機関や専門

家に相談するのが解決への近道。

まずはお気軽に法テラスへお電話く

ださい。

内容に応じて、ご利用いただける法

制度や相談窓口をご案内します。 受付時間【共通】　平日９：００～１７：００
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